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ＮＣＴ０８－０2　コマンド表（ＬＡＮ，ＵＳＢ対応）

青文字は、V1.02以降の機種に対応します。

バージョンアップの方法は、Ｐ１２ファームウェアのバージョンアップを参照ください。

コマンド   コマンド内容 　　　　内　容　詳　細

ＡＬＭ？ alarm read ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ内容の問合せ

ＣＬＡＬ clear all 全ｶｳﾝﾀ、ﾀｲﾏｸﾘｱ

ＣＬＰＣ clear preset counter ﾌﾟﾘｾｯﾄｶｳﾝﾀ(ch7)ｸﾘｱ

ＣＬＴＭ clear timer ﾀｲﾏｸﾘｱ

ＣＬＣＴｘｘ clear counter xx ｶｳﾝﾀｘｘｸﾘｱ ｘｘ：00-07

ＣＬＣＴｘｘｙｙ clear counter xx to yy ｶｳﾝﾀxx to yy ｸﾘｱ ｘｘ、ｙｙ：00-07

ＣＰＲ？ counter preset data read ｶｳﾝﾀﾌﾟﾘｾｯﾄ値ﾘｰﾄﾞ

応答 １０進数で８桁で（Kcts単位）

（例：０００１００００）

ＣＰＲF？ counter preset data read ｶｳﾝﾀﾌﾟﾘｾｯﾄ値ﾘｰﾄﾞ

応答 １０進数で８桁で（cts単位）

（例：０００１００００）

ＣＴＲ？xｘ counter xx read ｶｳﾝﾀxxﾘｰﾄﾞ ｘｘ：00-07

応答 10進１０桁

ＣＴＲＨ？xｘ counter xx read ｶｳﾝﾀxxﾘｰﾄﾞ ｘｘ：00-07

応答 1６進８桁

ＣＴＲ？ｘｘｙｙ counter xx to yy read ｶｳﾝﾀxx to yy ﾘｰﾄﾞ ｘｘ、ｙｙ：00-07

応答 10進１０桁　区切りはスペース

ＣＴＲＨ？ｘｘｙｙ counter xx to yy read ｶｳﾝﾀxx to yy ﾘｰﾄﾞ ｘｘ、ｙｙ：00-07

応答 16進８桁　区切りはスペース

ＤＳＡＳ disable auto stop 自動停止禁止（STOPｺﾏﾝﾄﾞまでｶｳﾝﾄ)

ＥＮＣＳ enable counter stop ｶｳﾝﾀ停止有効

ＥＮＴＳ enable timer stop ﾀｲﾏｰ停止有効

ＭＯＤ？ mode read ﾓｰﾄﾞの問合せ

ＲＤＡＬ？ read all counter and timer 全ｶｳﾝﾀ・ﾀｲﾏﾘｰﾄﾞ

ＲＤＡＬＨ？ read all counter and timer 全ｶｳﾝﾀ・ﾀｲﾏﾘｰﾄﾞ　応答：１６進　８桁　

ＳＣＰＲｄｄｄｄ・・・・ set counter preset data ﾌﾟﾘｾｯﾄｶｳﾝﾀ値ｾｯﾄ(Kcts単位)

ＳＣＰＲＦｄｄｄｄ・・・・ set counter preset data ﾌﾟﾘｾｯﾄｶｳﾝﾀ値ｾｯﾄ（cts単位）

ＴＰＲ？ timer preset data read ﾀｲﾏﾌﾟﾘｾｯﾄ値ﾘｰﾄﾞ(ms単位）

ＴＰＲF？ timer preset data read ﾀｲﾏﾌﾟﾘｾｯﾄ値ﾘｰﾄﾞ(μs単位）

ＳＴＯＰ stop counter ｶｳﾝﾀｽﾄｯﾌﾟ

ＳＴＰＲｄｄｄｄ・・・・ set preset counter to dddd・・・・ ﾌﾟﾘｾｯﾄﾀｲﾏ値ｾｯﾄ(ms)単位

ＳＴＰＲＦｄｄｄｄ・・・・ set preset counter to dddd・・・・ ﾌﾟﾘｾｯﾄﾀｲﾏ値ｾｯﾄ(μs)単位

ＳＴＲＴ start counter ｶｳﾝﾀｽﾀｰﾄ

ＴＭＲ？ timer read ﾀｲﾏﾘｰﾄﾞ

ＴＭＲＨ？ timer read ﾀｲﾏﾘｰﾄﾞ　　応答：１６進１０桁

ＶＥＲ？ version information read ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報ﾘｰﾄﾞ

REST reset and start ﾓｼﾞｭｰﾙのﾘｾｯﾄｽﾀｰﾄ。電源再投入と同じです。

FROM? using rom number read 現在使用中のrom番号を読出します

FROM０，FROM1 choose rom 新たに使用するromを指定します。REST後有効。

FLG?x read internal flag 内部状態ﾌﾗｸﾞの読出しを行います
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１．製品仕様

１-１．製品概要

　8チャンネルの高速48ビットカウンタと１チャンネルのタイマからなる汎用カウンタ／タイマです。

タイマの設定時間内の入力またはカウンタの設定カウント数内の入力を同時にカウントします。

設定時間は0.000001秒(1μｓ）～1,099,511.627775秒まで、設定カウント数は

1cts～281,474,976,710,655ctsまで任意に設定できます。
＊１）

　NIM 1unitケースに収納されており

複数のﾓｼﾞｭｰﾙをRUN OUT→GATE IN(TTL)接続することにより、８×n チャンネルのカウンタ

としても使用できます。LANまたはUSBで外部通信できます。

NCT08-01の上位機種となっており、コマンド体系は殆ど互換性があります。

　　*1)　ﾌﾟﾘｾｯﾄ値は、８の倍数になっています。

１-２．外　観

　    ③

　①

　②

　④

　⑤

  ⑥

　⑦

① ｶｳﾝﾄｽﾀｰﾄ状態を表すﾗﾝﾌﾟです。ﾗﾝﾌﾟ点灯はｶｳﾝﾀｹﾞｰﾄ開を表します。

② ｶｳﾝﾀ入力ｺﾈｸﾀです。０CH～７ＣＨまであります。７CHはﾌﾟﾘｾｯﾄ可能のｶｳﾝﾀです。

③ 外部からのTTL(3.3-5V)信号を入力します。

START: "H"の立上りでｶｳﾝﾀのｽﾀｰﾄﾊﾟﾙｽになります。

ｵｰﾌﾟﾝでは"L"となります。

ﾀｲﾑｱｯﾌﾟ停止やｶｳﾝﾄｱｯﾌﾟ停止が選ばれていて、ﾀｲﾑｱｯﾌﾟやｶｳﾝﾄｱｯﾌﾟ

状態ではｽﾀｰﾄできません。ｽﾀｰﾄ状態は前ﾊﾟﾈﾙのﾗﾝﾌﾟで確認できます。

STOP: "H"の立上りでｶｳﾝﾀのｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾙｽになります。

ｵｰﾌﾟﾝでは"L"となります。

GATE: "L"で動作中のｶｳﾝﾀを一時停止できます。"H"にもどすと再ｽﾀｰﾄします。

ｵｰﾌﾟﾝでは"H"と同じになります。

④ ｶｳﾝﾀ動作中のＴＴＬ(5V)出力です。

他のﾓｼﾞｭｰﾙのGATEに入力することで最上位のｶｳﾝﾀによる同期運転ができます。

取扱説明書

COUNTER/TIMER
      NCT08-02

LAN

COUNT

GATE

START

STOP

TTL IN

RUN
TTL OUT

CH0

CH1

CH2

CH3

CH4

CH5

CH6

CH7

USB
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⑤ USBｺﾈｸﾀです。

⑥ ETHERNET（ＬＡＮ）接続用ｺﾈｸﾀです。10BASE-T,100BASE-Tで接続できます。

⑦ NIM ｺﾈｸﾀです。　ＮＩＭ BINから電源は供給されます。

１-３．ブロック図

２．ご使用の前に

２－１．ｶｳﾝﾄ入力信号ﾚﾍﾞﾙの確認

NCT08-02のｶｳﾝﾄ入力信号はNIMﾚﾍﾞﾙ固定となっております。

NIMﾚﾍﾞﾙの範囲（ -12mA～-36mA:"1"  -4mA～+20mA:"0"）にあることを確認してください。

入力Ziは、５０Ωですので、電圧レベルでは -0.6V～-1.8Vが"1"で　>-0.2Vが”０”です。

２－２．LAN通信の設定

　２－２－１．準備

LANからのコントロールは、10Base-T/100Base-T通信ケーブルにより、ＴＣＰ／ＩＰコネクションによる

telnetプロトコルで行います。

ネットワークに接続するためにはIPアドレス、サブネットマスク、Port番号が設定されてなければなり

ません。NCT08-02の出荷時の設定は、 IP:192.168.1.55 サブネットマスク：255.255.255.0

　Port番号：７７７７です。

パソコンと１：１で接続するにはクロスケーブルが必要ですが、ハブを介せばその必要はありません。

パソコンとの１：１接続テストは以下のように行います。

パソコンのＩＰアドレス、サブネットマスクを設定します。

たとえば、ＩＰアドレス：１９２．１６８．１．１０　サブネットマスク：２５５．２５５．２５５．０　としてみてください。

設定の仕方は、各パソコンのマニュアルをご覧下さい。

MS-DOSプロンプトを選択し、MS-DOSプロンプト内で　ｐｉｎｇ　を起動します。

LAN
USB

ＣＰＵ

タイマ

ｶｳﾝﾀ7

ｶｳﾝﾀ6

ｶｳﾝﾀ1

ｶｳﾝﾀ0

ｹﾞｰﾄ

ｹﾞｰﾄ

ｹﾞｰﾄ

ｹﾞｰﾄ

ｹﾞｰﾄ

NIM to
   ECL

μs
clock

 on/off
   SW

NIM to
   ECL

NIM to
   ECL

NIM to
   ECL

RUN(TTL OUT)

START(TTL IN)

STOP(TTL IN)

GATE(TTL IN)

PULSE IN(CH7)

PULSE IN(CH6)

PULSE IN(CH1)

PULSE IN(CH0)
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Ｃ：￥Ｗｉｎｄｏｗｓ＞ｐｉｎｇ　１９２．１６８．１．５５

Ｐｉｎｇｉｎｇ　１９２．１６８．１．５５　ｗｉｔｈ　３２　ｂｙｔｅｓ　ｏｆ　ｄａｔａ：

Reply from 192.168.1.55: bytes=32 time=2ms TTL=255

Reply from 192.168.1.55: bytes=32 time=1ms TTL=255

Reply from 192.168.1.55: bytes=32 time=1ms TTL=255

Reply from 192.168.1.55: bytes=32 time=1ms TTL=255

Ｃ：￥Ｗｉｎｄｏｗｓ＞

などと返ってくれば物理的な接続は、正しく行われています。

接続が正しくない場合、以下のようになります。

Ｃ：￥Ｗｉｎｄｏｗｓ＞ｐｉｎｇ　１９２．１６８．１．５５

Ｐｉｎｇｉｎｇ　１９２．１６８．１．５５　ｗｉｔｈ　３２　ｂｙｔｅｓ　ｏｆ　ｄａｔａ：

Ｒｅｑｕｅｓｔ　ｔｉｍｅｄ　ｏｕｔ．

Ｒｅｑｕｅｓｔ　ｔｉｍｅｄ　ｏｕｔ．

Ｒｅｑｕｅｓｔ　ｔｉｍｅｄ　ｏｕｔ．

Ｒｅｑｕｅｓｔ　ｔｉｍｅｄ　ｏｕｔ．

Ｃ：￥Ｗｉｎｄｏｗｓ＞

この場合は、接続を確認してもう一度実行してみてください。

　２－２－２．ﾈｯﾄﾜｰｸの設定変更

接続が正しいことを確認したら、次にＮＣＴ０８－０２のネットワーク上での新たなＩＰアドレス、

ｔｅｌｎｅｔポート番号の変更を行います。（デフォルトのままで良ければ省略できます）

デフォルトでは、ＩＰアドレス：１９２．１６８．１．５５　ポート番号：７７７７に設定されています。

ＩＰアドレスはお使いのネットワークに合わせて設定してください。

ポート番号は変更する必要がなければそのまま「７７７７」でお使い下さい。

変更する必要がある場合は　１００００～１０９９９　を使われることをおすすめします｡

Windowsの画面で

スタート→ファイル名を指定して実行とし、ファイル名に

ｔｅｌｎｅｔ　１９２．１６８．１．５５　９９９９

と入力します。　ここで　９９９９　はＮＣＴ０８－０２内の設定用ポート番号になっています。

ＯＫボタンをクリックすると直ちにｔｅｌｎｅｔの画面になり

ＭＡＣ　ａｄｄｒｅｓｓ　００２０４Ａ８０Ｆ１Ｂ６ ←　機種により違いがあります。

Ｓｏｆｔｗａｒｅ　ｖｅｒｓｉｏｎ　０１．５（０３１００３）ＸＰＴＥ ←　機種により違いがあります。

Ｐｒｅｓｓ　Ｅｎｔｅｒ　ｔｏ　ｇｏ　ｉｎｔｏ　Ｓｅｔｕｐ　Ｍｏｄｅ　

と出ますので、３秒以内にリターンキーを押します。

３秒以内に幼いと回線は自動切断されます。このときはもう一度行ってください。
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次に、

　　・・・・・・

Ｃｈａｎｇｅ　Ｓｅｔｕｐ：

　０　Ｓｅｒｖｅｒ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ

　１　Ｃｈａｎｎｅｌ　１　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ

　３　Ｅ－ｍａｉｌ　ｓｅｔｔｉｎｇｓ

　５　Ｅｘｐｅｒｔ　ｓｅｔｔｉｎｇｓ

　６　Ｓｅｃｕｒｉｔｙ

　７　Ｆａｃｔｏｒｙ　ｄｅｆａｕｌｔｓ

　８　Ｅｘｉｔ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ｓａｖｅ

　９　Ｓａｖｅ　ａｎｄ　ｅｘｉｔ　　　　　　　　　　　Ｙｏｕｒ　ｃｈｏｉｓｅ　？

と出るので０を選び

          

IP Address : (192) 192.(168) 168.(001) 1.(55) 50

Set Gateway IP Address (N) N

Netmask: Number of Bits for Host Part (0=default) (0)

Change telnet config password (N) N

          

などとIPｱﾄﾞﾚｽを設定します。（上記は 192.168.1.50 と設定する例です）

Gateway IPｱﾄﾞﾚｽは必要に応じて入力して下さい。

Netmaskは、255.0.0.0のとき24, 255.255.0.0のとき16, 255,255.255.0のとき8

などとします。

telnetの画面で入力文字が２重に表示される場合は、ターミナル→基本設定で

ﾛｰｶﾙｴｺｰのﾁｪｯｸをはずしてみて下さい。

再び、

　　・・・・・・

Ｃｈａｎｇｅ　Ｓｅｔｕｐ：

　０　Ｓｅｒｖｅｒ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ

　１　Ｃｈａｎｎｅｌ　１　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ

　３　Ｅ－ｍａｉｌ　ｓｅｔｔｉｎｇｓ

　５　Ｅｘｐｅｒｔ　ｓｅｔｔｉｎｇｓ

　６　Ｓｅｃｕｒｉｔｙ

　７　Ｆａｃｔｏｒｙ　ｄｅｆａｕｌｔｓ

　８　Ｅｘｉｔ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ｓａｖｅ

　９　Ｓａｖｅ　ａｎｄ　ｅｘｉｔ　　　　　　　　　　　Ｙｏｕｒ　ｃｈｏｉｓｅ　？

と出るので１を選び

Ｂａｕｄｒａｔｅ（３８４００）？ ・・・・・そのままリターン

Ｉ／Ｆ　Ｍｏｄｅ（４Ｃ）？ ・・・・・そのままリターン

Ｆｌｏｗ（００）？ ・・・・・そのままリターン

Ｐｏｒｔ　Ｎｏ（７７７７）？ ・・・・・ｔｅｌｎｅｔのポートアドレスを入れてリターン

（デフォルトは７７７７，変更するときは１００００～１０９９９を推奨）

ＣｏｎｎｅｃｔＭｏｄｅ（Ｃ０）？ ・・・・・そのままリターン

Ｒｅｍｏｔｅ　ＩＰ　Ａｄｄｒｅｓｓ：（０００）．（０００）．（０００）．（０００）・・・・・そのままリターン（続けて３回）

Ｒｅｍｏｔｅ　Ｐｏｒｔ　（０）？ ・・・・・そのままリターン

6/16



ＤｉｓＣｏｎｎＭｏｄｅ（００）？ ・・・・・そのままリターン

ＦｌｕｓｈｕＭｏｄｅ　（８０）？ ・・・・・そのままリターン

Pack Cntrl       (１０）？ ・・・・・そのままリターン

ＤｉｓＣｏｎｎＴｉｍｅ（００：００）？ ・・・・・無通信自動切断時間ｍｍ：ｓｓ設定

（デフォルトは００：００で５９９９秒＝９９分５９秒）

ＳｅｎｄＣｈａｒ　１　（０Ｄ） ・・・・・そのままリターン

ＳｅｎｄＣｈａｒ　２　（０Ａ） ・・・・・そのままリターン

　再び下のメニューにより　９　を選んで書き込み終了します。

Ｃｈａｎｇｅ　Ｓｅｔｕｐ：

　０　Ｓｅｒｖｅｒ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ

　１　Ｃｈａｎｎｅｌ　１　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ

　３　Ｅ－ｍａｉｌ　ｓｅｔｔｉｎｇｓ

　５　Ｅｘｐｅｒｔ　ｓｅｔｔｉｎｇｓ

　６　Ｓｅｃｕｒｉｔｙ

　７　Ｆａｃｔｏｒｙ　ｄｅｆａｕｌｔｓ

　８　Ｅｘｉｔ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ｓａｖｅ

　９　Ｓａｖｅ　ａｎｄ　ｅｘｉｔ　　　　　　　　　　　Ｙｏｕｒ　ｃｈｏｉｓｅ　？

この中で、最低限変更が必要な項目はＩＰアドレスのみです。　不必要な変更はできるだけ避けて

ください。もし、間違って変更してしまった場合は上の例の通りに設定を戻してください。

　２－２－３．パソコンの設定を元に戻す

パソコンの設定を変更した場合は初期の設定値に戻します。

　２－２－４．接続テスト

ｔｅｌｎｅｔ等のＷｉｎｄｏｗｓ付属のソフトを使って接続テストをしてみてください。

ＤＯＳプロンプト画面で　ｔｅｌｎｅｔ　１９２．１６８．１．５５　７７７７などと入力します。

（新たに設定した値を使います）

ｔｅｌｎｅｔの画面が立ち上がったら、”ＶＥＲ？”コマンドなど返事がもらえるコマンドを送り、

"1.00 07-10-15 NCT08-02"などと返ってくれば正常に接続されたことが確認できます。

ｔｅｌｎｅｔは、ハード的な接続のほかにソフト的な接続が行われますので、接続を切るときは

必ず、ｔｅｌｎｅｔによって行い、そのあとでケーブル接続を切って下さい。

２－３．ＵＳＢ通信の設定

　２－３－１．準備

　ＵＳＢ(Universal Serial Bus)からのコントロールは、ドライバソフト（ホームページから

ダウンロードできます）のインストゥールによりＣＯＭポートと見なしたコントロールができます。

NCT08-02に電源を入れてＵＳＢｹｰﾌﾞﾙをパソコンと接続すると、新しいハードウェアが見つかった

と言うメッセージボックスが現れます。ドライバのインストゥールを促す画面の指示に従って、

ダウンロードしたドライバのフォルダを指定して下さい。

　　ドライバのインストゥールが正常に行われたら、

スタート→設定→コントロールパネルを開いて、「システム」アイコンをクリックします。

システムのプロパティ画面が現れたら、デバイスマネージャを選びます。更に「種類別に表示」

を選ぶと、ツリーの中の「ポート(COMとLPT)」の中に「USB Serial Port(COM3)」などと

インストゥールされているのが確認できます。

これを指定してプロパティを開き、Port Setting画面を出し、Advancedをクリックすると、

ＣＯＭポート番号の変更画面が現れ、変更が出来ます。この画面の下部にある
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Disable PNP □のチェックボックスにﾁｪｯｸをしておくと、USBケーブルを再接続したときの

立ち上げ時間が早くなります。

　２－３－２．接続テスト

　パソコンに付属のハイパーターミナル等のRS232C通信ソフトを立ち上げます。

前項の準備で設定したCOMポート番号を指定して、通信ができるかどうか確認します。

USBを仮想的にCOMポートに見なしているだけなので、ボーレートの設定は関係ありません。

"VER?"コマンドなど返事がもらえるコマンドを送り、

  　　"1.00 07-10-15 NCT08-02"等と返ってくれば正常に接続されたことが確認できます。

２－４．信号ケーブル接続

　２－４－１．通信ケーブル接続

裏面パネルのUSBコネクタかLANコネクタのどちらかに通信用のケーブルを接続します。

両方に接続する必要はありませんが、両方に接続しても問題はありません。

両方の通信で制御する場合は最新のコマンド(最後に送られたコマンド）が有効になります。

　２－４－２．カウント信号接続

前面パネルのＣＨ０～ＣＨ７のLEMOコネクタにカウントする信号を接続します。

最大８ＣＨの信号が同時にカウントできます。

　２－４－３．スタート信号(TTL正論理)

TTL正論理パルスを与えるとカウンタがスタートします。

パルス幅は１００ｎｓ以上与えてください。

前面パネルのLEDランプ点灯で状態が確認できます。

スタートしてからストップするまでの入力パルスがカウントされます。

入力しない場合は、通信ラインからスタートできます。

　２－４－４．ストップ信号(TTL正論理）

TTL正論理パルスを与えるとカウンタがストップします。

パルス幅は１００ｎｓ以上与えてください。

前面パネルのLEDランプ消灯で状態が確認できます。

スタートしてからストップするまでの入力パルスがカウントされます。

入力しない場合は、通信ラインからストップできます。

　２－４－５．ゲート信号（TTL正論理）

TTL正論理のゲート信号になります。

”Ｌ”で全カウンタとタイマは一時停止状態になります。

”Ｌ”の間に入った信号はｶｳﾝﾄしません。

前面パネルのLEDランプは”Ｌ”のとき消灯します。

ＬＥＤはｶｳﾝﾀｽﾀｰﾄ状態でｹﾞｰﾄ信号”Ｈ”のときに点灯になります。

入力しない場合（ｺﾈｸﾀ接続ｵｰﾌﾟﾝ）は”Ｈ”入力と見なされます。

　２－４－６．ＲＵＮ（ｶｳﾝﾄ中）信号出力（TTL正論理）

ｶｳﾝﾀがｽﾀｰﾄしていて、ｹﾞｰﾄ信号が”Ｈ”のとき（＝ＬＥＤ点灯時）にＴＴＬﾚﾍﾞﾙの”Ｈ”信号が

出力されます。

２台以上のﾓｼﾞｭｰﾙをご使用になる場合にこの信号を２台目のｹﾞｰﾄ信号とすることにより、

１台目のﾓｼﾞｭｰﾙの制御で２台目の制御が行えます。
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（２台目のﾓｼﾞｭｰﾙは常にｽﾀｰﾄ状態にしておき、ｹﾞｰﾄ信号でｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟを制御します）

３．通信コマンド解説

３－１．通信コマンドについて

通信に使用するコマンドは全てＡＳＣＩＩデータのみ処理します。

通信のデリミタは、送受信ともにＣＲ＋ＬＦコードとします。

３－２．カウンタ設定と設定状態読み出しコマンド

３－２－１．カウント値停止有効

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ENCS カウント値停止を有効とします

プリセットカウンタ（ＣＨ７）が設定値までカウントするとカウンタを

自動停止します。

３－２－２．タイマー値停止有効

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ENTS タイマ値停止を有効とします

タイマが設定値までカウント（タイムアップ）するとカウンタを自動停止

します。

３－２－３．カウンタ停止・タイマー停止無効

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

DSAS カウンタ停止・タイマ値停止を無効とします

カウンタは自動的には止まりません。

カウンタを停止させるには、ＳＴＯＰコマンドか、TTLのＳＴＯＰ信号入力

が必要です。

３－２－４．モードの問合せ

問合せｺﾏﾝﾄﾞ形式

MOD? カウンタの現在のモードを読出します。

回答　

 R_SN_T_O R: remote mode (fixed)

SN: single mode (fixed)

T: T/timer stop mode, C/counter stop mode, N/not stop mode

　（電源投入時は、前回の状態を維持しています）

O: O/counter On, F/counter off

　（電源投入時は、counter offになります）

３－２－５．プリセットカウンタの設定と読み出し

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＳＣＰＲdddd・・・・ プリセットカウンタに１０進数でdddd・・・・を設定します

単位はKctsです。

最大281,474,976,710Kctsまで設定できます。

ＳＣＰＲＦdddd・・・・ プリセットカウンタに１０進数でdddd・・・・を設定します

単位はctsです。

最大281,474,976,710,655ctsまで設定できます。

但し、ｶｳﾝﾀには８の倍数（８のﾋﾞｯﾄより上）で設定されます。

問合せｺﾏﾝﾄﾞ形式
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ＣＰＲ？ ﾌﾟﾘｾｯﾄｶｳﾝﾀのｾｯﾄ値を読出します。

回答　

０００１００００ １０進数８桁でＫcts単位で返送されます。（８桁を越えると自動延長）

ＣＰＲF？ ﾌﾟﾘｾｯﾄｶｳﾝﾀのｾｯﾄ値を読出します。

回答　

０００１００００ １０進数８桁でcts単位で返送されます。（８桁を越えると自動延長）

３－２－６．タイマプリセット値の設定と読み出し

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＳＴＰＲdddd・・・・ タイマにプリセット値を１０進数でdddd・・・・を設定します

単位はmsです。 最大1,099,511,627msまで設定できます。

ＳＴＰＲＦdddd・・・・ タイマにプリセット値を１０進数でdddd・・・・を設定します

単位はμsです。最大1,099,511,627,775μsまで設定できます。

問合せｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＴＰＲ？ タイマプリセット値を読出します。

回答　

０００１００００ １０進数８桁でms単位で返送されます。（８桁を越えると自動延長）

ＴＰＲＦ？ タイマプリセット値を読出します。

回答　

０００１００００ １０進数８桁でμs単位で返送されます。（８桁を越えると自動延長）

３－３．カウンタ操作コマンド

３－３－１．カウンタスタート

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

STRT カウンタをスタートします。

３－３－２．カウンタストップ

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

STＯＰ カウンタをストップします。

３－４．カウンタ・タイマ現在データ読み取り・クリアコマンド

３－４－１．全カウンタ・タイマ読み取りクリア

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＲＤＡＬ？ 全カウンタ・タイマの現在値を読み取ります。

回答　

１２３４５６７８９０　２３４５６７８９０１　３４５６７８９０１２　・・・・・　０１２３４５６７８９

１０進数１０桁でＣＨ０～ＣＨ７，タイマの順に返送されます。

カウンタはcts単位、タイマはμｓ単位です。

１０桁を越えると自動延長します。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＲＤＡＬＨ？ 全カウンタ・タイマの現在値を１６進数で読み取ります。

回答　

 1DC2829FABCD 07C38528EF12 0451EEC33456 ・・・・・ 00FFE10178

１６進数１２桁でＣＨ０～ＣＨ７，１０桁でタイマの順に返送されます。

カウンタはcts単位、タイマはμｓ単位です。
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ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＣＬＡＬ？ 全カウンタ・タイマをクリアします。

３－４－２．カウンタ読み取りクリア

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＣＴＲ？ｘｘ カウンタｘｘ（００～０７）の現在値を読み取ります。

ＣＴＲ？ｘｘｙｙ カウンタｘｘ（００～０６）からyy（０1～０7）の現在値を読み取ります。

回答例　

１２３４５６７８９０

１２３４５６７８９０　２３４５６７８９０１　３４５６７８９０１２　・・・・・　０１２３４５６７８９

１０進数１０桁で順に返送されます。　１０桁を越えると自動延長されます。

カウンタはcts単位です。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＣＴＲＨ？ｘｘ カウンタｘｘ（００～０７）の現在値を１６進数で読み取ります。

ＣＴＲＨ？ｘｘｙｙ カウンタｘｘ（００～０６）からyy（０1～０7）の現在値を読み取ります。

回答例　

1DC2829F1234

 1DC2829F5678 07C385289ABC 0451EEC3DEF1 106D82302345 ・・・・・ 00FFE101

カウンタは１６進数12桁で、タイマは１０桁で順に返送されます。

カウンタはcts単位です。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＣＬＣＴｘｘ カウンタｘｘ（００～０７）の現在値をクリアします。

ＣＬＣＴｘｘｙｙ カウンタｘｘ（００～０６）からyy（０1～０7）の現在値をクリアします。

ＣＬＰＣ カウンタ０７（プリセットカウンタ）の現在値をクリアします。

３－４－３．タイマ読み取りクリア

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＴＭＲ？ タイマの現在値を読み取ります。

回答例　

１２３４５６７８９０

１０進数１０桁で返送されます。 タイマ値はμｓ単位です。

１０桁を越えると自動延長されます。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＴＭＲＨ？ タイマの現在値を１６進数で読み取ります。

回答例　

000161C602

１６進数１０桁で返送されます。 タイマ値はμｓ単位です。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＣＬＴＭ タイマの現在値をクリアします。

３－５．オーバーフロー内容問い合わせ
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ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＡＬＭ？ オーバーフロー内容を問い合わせます。

回答例　

overＸＸＸＸ－－ タイマが正常

overＸＸＸＸＴＭ タイマがオーバーフロー

　　ＸＸＸＸはカウンタのオーバーフローを１６進数で表します（１６ＣＨカウンタ互換のため４桁です）

例）

ｏｖｅｒ０００１－－ CH0がオーバーフローしていることを表します

ｏｖｅｒ０００９－－ CH0とCH３がオーバーフローしていることを表します。

ｏｖｅｒ００３９－－ CH0,CH３,CH4,CH5がオーバーフローしていることを表します。

ｏｖｅｒ０００ＡTM ＣＨ１とCH３及びタイマがオーバーフローしていることを表します。

ｏｖｅｒ００００－－ オーバーフローはありません。

３－６．バージョン情報の容問い合わせ

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＶＥＲ？ バージョン情報を問い合わせます

回答例　

1.00 07-01-05 NCT08-02

バージョン番号　日付　型式の順で返されます

３－７．その他のコマンド

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＦＬＧ？０　　ＦＬＧ？１　　ＦＬＧ？２

それぞれ内部フラグ８ﾋﾞｯﾄの状態を二桁の１６進数でを返します。

FLG?0　への回答　 ０４　などと返され以下の内容になります。

ｂ７：

ｂ６：

ｂ５：

ｂ４：

ｂ３： カウンタ３オーバーフロー

ｂ２： カウンタ２オーバーフロー

ｂ１： カウンタ１オーバーフロー

ｂ０： カウンタ０オーバーフロー

FLG?１　への回答　 ０４　などと返され以下の内容になります。

ｂ７：

ｂ６：

ｂ５：

ｂ４：

ｂ３：

ｂ２： カウンタ６オーバーフロー

ｂ１： カウンタ５オーバーフロー

ｂ０： カウンタ４オーバーフロー

FLG?２　への回答　 ０４　などと返され以下の内容になります。

ｂ７： タイムアップキャリー出力モニタ

ｂ６： RUN OUT

ｂ５： COUNTER ON

ｂ４： タイマーオーバーフロー
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ｂ３： カウンタ７オーバーフロー

ｂ２： TTL GATE

ｂ１： TTL STOP

ｂ０： TTL START

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＦＲＯＭ？ 現在実行中のファームウェアが格納されているフラッシュＲＯＭ番号を調べます

詳細は　４．ファームウェアのバージョンアップを　参照下さい。

回答例　

ＦＲＯＭ０，　ＦＲＯＭ１　などと返されます。

ｺﾏﾝﾄﾞ形式

ＦＲＯＭ０ ファームウェアが格納されているフラッシュＲＯＭ番号を指定します。

ＦＲＯＭ１ 詳細は　４．ファームウェアのバージョンアップを　参照下さい。

３－８．データの読み出し時間について

データの読み出し時間は、内部マイコンの処理時間と通信部の速度によりますが、本カウンタは

LANへのインターフェースにシリアル（38400BAUD)を使っているため、ＬＡＮ経由だと、

毎秒約３８００（３．８Ｋバイト）文字程度です。　１０進数に変換するために数値によっては

変換時間が無視できず、これより遅くなります。１６進数での出力では変換時間は無視できます。

USBへのインターフェースは８ビットパラレルのやりとりをしているためＬＡＮの速度の３～５倍

速く通信できます。データ量が多い場合には、USBで１６進数のデータを要求した方が速いです。

また、使わないカウンタのデータはダウンロードしないことにより、時間を早めることができます。

ダウンロード速度例（全ＣＨ＋カウンタのダウンロード）

10進 １６進

LAN １００ms ４５ms タイマと、ch ７のみデータがあり

USB ６０ms １５ms 他のカウンタはゼロのとき

10進 １６進

LAN ３４０ms ４５ms タイマと、ch０～７のすべてにデータあり

USB ３１０ms １５ms

４．ファームウェアのバージョンアップ

    NCT08-02はﾌｧｰﾑｳｪｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟが通信環境を使って行えます

    大まかな手順は以下の通りです

    USBまたはLANのどちらをお使いいただいても結構です。

　　http://www.tsuji-denshi.co.jp/manual_pdf/pm16c_04xd_vup_soft.pdf　にダウンロード用ソフト取扱説明書、

　　http://www.tsuji-denshi.co.jp/download_file/lan_rs_file_send.EXE　にダウンロード用ソフトを

　　アップロードしてありますので、ご利用ください。

    ここではﾌﾘｰｿﾌﾄのTeraTermでLANを使ってｲﾝｽﾄｩｰﾙすることとして説明します

    

    ①　ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ用のﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙをツジ電子のHPからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞし、解凍しておきます

    ②　TeraTerm を起動します

        LANの場合はTCP/IPを選択しNCT08-02のIPｱﾄﾞﾚｽとﾎﾟｰﾄ番号を入力します

　　　 USBの場合はSERIALを選択しUSBが確保したPORT番号(COMX)を選びます。

        SETUP -> TerminalでNew-lineの設定をReceive Transmit 共に CR+LF にします

        Local echoにﾁｪｯｸﾏｰｸを入れて　OK とします

        VER?と入力して答が返ってくれば正しく接続されています
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    ③　TeraTermの　File -> Send fileをｸﾘｯｸすると

    　　ﾌｧｲﾙ選択窓が開きますので、①で用意したﾌｧｲﾙを指定し、開くﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると

    　　ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞが開始されます

    ④　TeraTermによりﾌｧｲﾙがNCT08-02に送られる様子がﾊﾟｿｺﾝの画面でご覧になれます

         NCT08-02側では受信中のｻｲﾝ"COUNT"ﾗﾝﾌﾟがゆっくり点滅します

        

    ⑤　約20秒でﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞが終わると"COUNT"ﾗﾝﾌﾟが速い点滅に変わり、ROM書き込みを開始します

     　  約5秒で書き込みが完了すると"COUNT"ﾗﾝﾌﾟは消灯して、書き込み完了となります

    

    ⑥　TeraTermを終了してTCP/IPまたはUSBの接続を切ってからNCT08-02の電源を切り、

         再びNCT08-02の電源を入れるとﾊﾞｰｼﾞｮﾝが新しくなって立ち上がります

　　　　電源を切らずに、"REST"コマンドでも再スタートできます。

　　　　NCT08-02内には２つのフラッシュROM（以下FROM)が搭載されており、新しいﾌｧｰﾑｳｪｱは

　　　　現在使われていないFROMに書き込まれ、書込が終了すると新しく書き込まれたROMが指定されます。

　　　　従って、書込終了後に"REST"ｺﾏﾝﾄﾞや電源再立ち上げで新しいﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがｽﾀｰﾄします。

　　　　"FROM?"ｺﾏﾝﾄﾞでどちらのFROMが使われているかを知ることができます。

　　　　　　"FROM0", "FROM1"などと応答があります。

　　　　"FROM0",  "FROM1" ｺﾏﾝﾄﾞでROMを指定することもできます。

　　　　　　指定した後で"REST"ｺﾏﾝﾄﾞや電源再立ち上げで指定したFROMのﾊﾞｰｼﾞｮﾝでｽﾀｰﾄします。

　　　　　　古いﾊﾞｰｼﾞｮﾝでの動作と比較してみたい場合などにこの機能をお使い下さい

    ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞに失敗してﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが立ち上がらなくなったら内蔵ROMに古いﾊﾞｰｼﾞｮﾝが入っているので

    これを立ち上げて回復できます

    以下にその手順を示します

    　１．電源を切って左側蓋を開け、ﾌﾟﾘﾝﾄ基板 上のﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁの2をON側に

    　　　します(1はOFFのままです）

    　２．裏面ﾊﾟﾈﾙのGATE入力をｼｮｰﾄしながら電源を入れると、"COUNT"LEDが約15秒点滅し、

    　　　その後LEDの消灯状態になって終了します

    　３．再び電源を切ってﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁの2をOFFにします（1はOFFのままです）

    　４．電源を再投入するとV1.00のﾌｧｰﾑｳｪｱで立ち上がります

    

    ここから先はもう一度最新のﾌｧｲﾙを上記①から⑥の手順で書き込んでください

    

５．複数のカウンタの同時制御

　　２台以上のカウンタを同時制御できます。

　　NCT08-01は、８ＣＨのカウンタが内蔵されていますが、９ＣＨ以上のカウンタを同時制御で使いたい場合

　　複数のNCT08-02を使って実現することができます。

　　概略は以下のようになります。

１台目のカウンタのRUN(TTL OUT)を２台目のカウンタのGATE(TTL IN)に接続します。

同様に３台目以降も可能です。

２台目以降のｶｳﾝﾀに"DSAS"ｺﾏﾝﾄﾞで自動停止禁止を送っておきます。

２台目以降のｶｳﾝﾀを"STRT"ｺﾏﾝﾄﾞでｽﾀｰﾄさせます。

必要ならば１台目のｶｳﾝﾀに外部からのｹﾞｰﾄ信号を入力します。

必要ならば１台目のｶｳﾝﾀにﾀｲﾏ停止の準備をします（"CLTM"、"ENTS","STPRdddd")

必要ならば１台目のｶｳﾝﾀにｶｳﾝﾀ停止の準備をします（"CLPC"、"ENCS","SCPRdddd")

１台目のカウンタを"STRT"ｺﾏﾝﾄﾞでｽﾀｰﾄさせます。

　　この手順で複数台のﾀｲﾏを同じﾀｲﾐﾝｸﾞでｶｳﾝﾄ開始・停止できます。
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６．カウンタの使用注意事項

NCT08-02は高速でｶｳﾝﾄする途中経過を正しく把握するために、ｶｳﾝﾄの途中でﾃﾞｰﾀ読み出しｺﾏﾝﾄﾞ

があると、約１２０nsｶｳﾝﾄを停止し、４８ﾋﾞｯﾄのﾃﾞｰﾀをﾗｯﾁします。　同時にﾀｲﾏも停止されます。

毎秒１００回読み出しが行われると、毎秒 １２０ns×１００＝１２μs 時間ｶｳﾝﾀが停止することになります。

１回の読み出しに要する停止時間は皆同じで、たとえ一つのｶｳﾝﾀの読み出しであっても、全ての

ｶｳﾝﾀとﾀｲﾏは同時に停止しますので、少ないｺﾏﾝﾄﾞでたくさんの情報を読み出した方が安全です。

ﾀｲﾏ停止ﾓｰﾄﾞやｶｳﾝﾄ値停止ﾓｰﾄﾞでは、読み出しによるｶｳﾝﾀ停止にに伴う誤差は無いものと考えら

れます。

外部からのｹﾞｰﾄ信号内のﾊﾟﾙｽをｶｳﾝﾄする場合は、ｹﾞｰﾄ信号から読み出し時間を引いた分だけｶｳﾝﾄ

時間が短くなりますので注意が必要です。

ｶｳﾝﾄの途中でｶｳﾝﾄﾃﾞｰﾀを読み出さない場合はこれらの注意は必要ありません。

ｶｳﾝﾄの途中で、MOD?等により、ｶｳﾝﾄﾃﾞｰﾀ以外を読み出してもｶｳﾝﾀの結果には影響を与えません。

複数台のｶｳﾝﾀを同時制御で使う場合（５．複数のｶｳﾝﾀの同時制御　参照）のご注意

　複数台のｶｳﾝﾀを同時制御でお使いになる場合、それぞれのｶｳﾝﾀの途中経過を読み出す場合には

　読み出されるｶｳﾝﾀ（ﾓｼﾞｭｰﾙ）のみが、読み出し毎に１２０ns の時間ｶｳﾝﾄを停止します。

　従って、ｶｳﾝﾄﾊﾟﾙｽの状況と読み出しﾀｲﾐﾝｸﾞや読み出し回数のばらつきにより、各ｶｳﾝﾀ（ﾓｼﾞｭｰﾙ）

　間のｶｳﾝﾄﾃﾞｰﾀに誤差が生じることになりますので、注意が必要です。

　ｶｳﾝﾄの途中で、MOD?等により、ｶｳﾝﾄﾃﾞｰﾀ以外を読み出してもｶｳﾝﾀの結果には影響を与えません。

　　例）　あるｶｳﾝﾀ（ﾓｼﾞｭｰﾙ）のみ毎秒１００回読み出した場合

　　読み出されたｶｳﾝﾀ（ﾓｼﾞｭｰﾙ）の時間は毎秒　１２０ns×１００＝１２μs　遅れます。　

　　また、ｶｳﾝﾄ誤差が　１２μs／１s (0.00012%)発生します。

７．外部機器との接続

８．性能・仕様

電源 NIM  AC８５V～１３２Ｖ　0.2A,  DC +6V 0.4A,  -6V 0.3A

ｶｳﾝﾀ入力 NIM ﾚﾍﾞﾙ入力 　電流ﾚﾍﾞﾙ -12mA～-36mA:"1"  -4mA～+20mA:"0"

  Ｚin = 50Ω

　　 　ｶｳﾝﾄ周波数　５００ＭＨz以上

入力ｺﾈｸﾀ 　LEMO ERA00250 相当

５Ｖ

TTL IC

GATE INPUT

GND

LEMO

TTL IC

START, STOP

GND

LEMO

GND

CH0～CH8
COUNT IN GND

LEMO

GND

51

NIM LEVEL

NIM LEVEL
RECEIVER

ECL
COUNTER

TTL LEVEL

(0～３．３Ｖ OR 5V)

TTL LEVEL

(0～３．３Ｖ OR 5V)
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ﾁｬﾝﾈﾙ数 　０～７ﾁｬﾝﾈﾙ (ＣＨ７はﾌﾟﾘｾｯﾄｶｳﾝﾀ）

桁あふれ信号 　ｶｳﾝﾀがｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰしたときに"over"ﾃﾞｰﾀ返送

ｶｳﾝﾄ桁数 　４８ﾋﾞｯﾄ（０～281,474,976,710,655 cts)

ﾀｲﾏ機能 ﾁｬﾝﾈﾙ数 　１ﾁｬﾝﾈﾙ　40ﾋﾞｯﾄ　１～1,099,511,627,775 μs

分解能・精度 　0.000001秒(1μs)　　　精度　0.005%

設定時間 　1 ～ 1,099,511,627,775 μs

fixedｶｳﾝﾀ機能 ﾁｬﾝﾈﾙ数  １ﾁｬﾝﾈﾙ　CH７ 固定

設定ｶｳﾝﾄ数  1 ～ 281,474,976,710,655 cts

ｶｳﾝﾄﾓｰﾄﾞ single mode ｽﾀｰﾄﾄﾘｶﾞまたは"STRT"ｺﾏﾝﾄﾞで、設定時間または設定

ｶｳﾝﾄ数内の入力ﾊﾟﾙｽを１回だけｶｳﾝﾄします

ｽﾄｯﾌﾟﾄﾘｶﾞまたは、"STOP"ｺﾏﾝﾄﾞで途中停止できます

設定時間停止、設定ｶｳﾝﾄ数停止を禁止するとｽﾄｯﾌﾟﾄﾘｶﾞ

または"STOP"ｺﾏﾝﾄﾞで停止するまでｶｳﾝﾄします

TTL ｹﾞｰﾄ IN 外部GATE入力により、全ｶｳﾝﾀ及びﾀｲﾏに同時ｹﾞｰﾄがかけられます。

ｵｰﾌﾟﾝまたは"H"でｶｳﾝﾄします。

ｶｳﾝﾄ中LED ｶｳﾝﾄ中を示すLED(緑)があります

ｶｳﾝﾄ中OUT ｶｳﾝﾄ中を表すTTL出力があります。

複数のﾓｼﾞｭｰﾙを使用する場合この出力を次の段のﾓｼﾞｭｰﾙのTTLｹﾞｰﾄINに

入力することにより最上位のﾓｼﾞｭｰﾙで同時にｺﾝﾄﾛｰﾙできます。

ｺﾝﾄﾛｰﾙ入力 ｶｳﾝﾀｽﾀｰﾄ入力(TTL IN 立上り)  ｶｳﾝﾀｽﾄｯﾌﾟ入力(TTL IN 立上り）

通信機能 LAN, USB

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ 通信回線を通したﾌｧｰﾑｳｪｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ機能があります

ｹｰｽ NIM 1 UNIT

その他ご不明の点は、下記宛お問い合わせ下さい。

　ツジ電子株式会社　開発・設計部

〒300-0013 茨城県土浦市神立町３７３９

　TEL 029-832-3031（代表） FAX 029-832-2662

　E-mail : info2@tsuji-denshi.co.jp
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